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J- J｡Z, A - A｡√㌻ ととZ--の極限で鮎 the近似 は分子場近似に tendしてp
-F,p-GLPの相境界は ScherringtonKirkpatrick7)のそれと一致する｡



































第 1図にその測定の1例を示す｡キュ リー 点以上の温度 410℃で焼鈍した試料を,キ















第 2図 410℃ (>T｡)より, 389℃に試料温度 を急変させ,焼
鈍を続けた時の (110)超格子反射線型の焼鈍時間依存性｡但
し,積分強度は規格化してある｡
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この半値巾B(110)より,秩序整列 clusterの直径 Dが見積 もられる｡このDが,右側
縦軸に目盛ってある｡
このB(110) の経時変化は次の2つの領域に分かれる様である｡
(i) 経過時間 tが長い領域,例えば,急冷後の焼鈍温度 387℃の場合,-40分より
1
長い焼鈍時間領域では,秩序整列 clusterの径成長率は t亨に比例 し,焼鈍温度に
は殆んどよらない｡
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